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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

常磐自動車道と他路線との機能分担
• 東北自動車道とのダブルネットワークが完成したことにより、関東・

東北地方間の経路選択肢が増加。

断面の交通量・交通分担率の推移

4【資料】全国道路・街路交通情勢調査
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※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。
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仙台から南方に向かう時、当
時の混雑具合により東北道、
国道4号、国道6号、常磐道
の各路線から一番円滑に行
ける道路を選択できるよう
になりました。（宮城県在住） 利用者の声

アンケート結果(2024年8月)

中央
自動車道

■：東北道 ■：国道4号 ■：国道6号 ■：常磐道 ：常磐道分担率
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